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うたづ議会だより

アロハ議会　町政を問う
　　　　　      「宇多津中  生徒会」
元気ななかま　「民謡クラブ」
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～古代米の田植え～
　商工会青年部と公募で集
まった親子や短大生が、池
田さんの田んぼで古代米の
田植え体験をしました。
　子どもたちは泥んこにな
って楽しそうでした。

応援しょうでぇ～！
うたづっ子

2018

8.１
第68号
香川県宇多津町

　
私
た
ち
民
謡
同
好
会
は
、
現
在
会
員
10
名
で
、
毎
週
１
回
中
央
コ
ミ

ュ
二
テ
ィ
ー
分
館
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
長
い
方
で
40
年
、
短
い

方
で
１
年
と
民
謡
に
魅
せ
ら
れ
た
仲
間
ば
か
り
で
す
。
地
元
の
民
謡
を

は
じ
め
全
国
各
地
の
労
働
歌
や
馬
子
唄
、
盆
唄
な
ど
を
、
先
生
の
尺
八

と
三
味
線
の
伴
奏
、
会
員
の
太
鼓
を
交
え
て
、
楽
し
く
一
生
懸
命
唄
っ

て
い
ま
す
。
特
に
「
浜
引
き
唄
」
は
地
元
宇
多
津
の
塩
田
労
働
歌
で
す

の
で
、
機
会
あ
る
ご
と
に
皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
西
日
本
豪
雨
で
は
多
く

の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
こ
と
に
謹
ん
で

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
災
害
が
起
こ
る
た
び
に
「
も
っ
と
早

く
避
難
す
れ
ば
助
か
っ
た
の
に
」
と
い

う
話
を
聞
き
ま
す
。
私
た
ち
の
心
に
は

自
分
の
身
に
危
険
が
迫
っ
た
時
に
「
自

分
だ
け
は
大
丈
夫
」
「
今
回
は
大
丈
夫
」

な
ど
と
、
自
分
に
都
合
の
悪
い
情
報
を

無
視
す
る
『
正
常
性
バ
イ
ア
ス
』
が
働

い
て
し
ま
う
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
近
所
の
人
か
ら
「
早
く
逃
げ

よ
う
」
と
言
わ
れ
て
避
難
し
て
助
か
っ

た
人
も
多
く
い
ま
し
た
。
今
回
の
災
害

を
他
人
事
に
す
る
こ
と
な
く
、
今
一
度
、

避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
、
防
災
グ
ッ

ズ
な
ど
の
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
本
　
祐
子
）

第２回ミニ芸能祭で唄う

　
ま
た
、
秋
の
芸
能
祭
を
は
じ
め
折
を

み
て
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
老
人
施
設
を
年
２
回
慰
問

し
、
入
居
の
方
や
職
員
の
方
々
と
一
緒

に
な
っ
て
唄
い
踊
っ
て
喜
ば
れ
て
お
り

ま
す
。
一
番
の
目
標
は
、
西
讃
地
区
五

社
中
の
会
員
約
80
名
が
一
同
に
会
す
る

「
春
の
民
謡
大
会
」
で
一
年
間
の
成
果

を
披
露
す
る
こ
と
で
す
。
民
謡
は
そ
れ

ぞ
れ
の
土
地
の
素
朴
な
生
活
の
唄
で
す
。

唄
う
こ
と
が
楽
し
み
で
自
分
流
に
気
楽

に
唄
え
る
の
が
魅
力
で
す
。
皆
さ
ん
も

是
非
一
緒
に
民
謡
を
唄
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
お
問
い
合
せ

　
　
電
話
　
４
９
ー
７
２
５
４

　
　
　
　
（
代
表
　
鈴
池
幾
馬
）

宇
多
津
太
鼓
台
保
存
会

み
な
さ
ん
の
声

津谷   弘樹さん
宇多津太鼓台保存会　会長

　
宇
多
津
太
鼓
台
保
存
会

は
、
太
鼓
台
や
獅
子
な
ど

を
保
有
す
る
町
内
自
治
会

の
集
ま
り
で
す
。
活
動
は
、

宇
夫
階
神
社
秋
季
例
大
祭

に
花
を
添
え
る
獅
子
と
太
鼓
台
の
安
全
の
た
め
、
警
備

や
警
察
の
折
衝
や
「
太
鼓
台
祭
り
実
行
委
員
会
」
に
よ

る
宇
多
津
太
鼓
台
祭
り
の
開
催
。
さ
ら
に
、
運
行
に
関

わ
る
諸
所
の
手
続
き
な
ど
、
活
動
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
文
化
の
継
承
の
た
め
、
勉
強
会
も
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
文
献
に
よ
る
と
、
宇
多
津
の
太
鼓
台
は
文
政

８
年
（
１
８
２
５
年
）
よ
り
約
２
０
０
年
続
く
古
い
歴

史
と
伝
統
を
持
ち
ま
す
。
周
辺

地
域
を
見
て
も
こ
れ
だ
け
長
い

歴
史
を
持
つ
太
鼓
台
は
あ
り
ま

せ
ん
。
荒
々
し
く
も
勇
壮
な
宇

多
津
祭
り
で
す
が
、
例
大
祭
で

豊
漁
豊
作
の
お
礼
と
無
病
息
災

を
願
い
、
力
を
合
わ
せ
て
奉
納

し
て
お
り
ま
す
。 

　
毎
年
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
ご
理

解
頂
き
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

委
　  

員
　
青
木
　
義
勝

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
柴
村
　
賢
三

たくさんの人で賑わう秋祭り
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定
例
会
報
告

定
例
会
報
告

委
員
会
審
議

空き家の調査、始まる

　

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
８
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
も
ク
ー
ル
ビ
ズ
と

７
月
開
催
の
「
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
議
場
内
で
は
出
席
者
全
員
が
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
な
ど
を

着
用
し
ま
し
た
。
議
案
３
件
、
報
告
２
件
、
承
認
２
件
、
諮
問
１
件
、
陳
情
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
付
託

案
件
は
各
常
任
委
員
会
で
慎
重
に
審
議
し
、
本
会
議
に
お
い
て
す
べ
て
可
決
、
同
意
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
は
６
日
と
７
日
に
行
わ
れ
論
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

お
も
な
内
容

陳
情

平
成
29
年
度
一
般
会
計

　繰
越
明
許
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　 

（
１
億
７
２
０
２
万
円
）

　
昨
年
度
か
ら
工
事
を
進
め
６
月
末
に
完
了
予
定
の
定
池

（
鍋
谷
）
災
害
復
旧
事
業
、
７
月
末
に
完
了
予
定
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
運
用
支
援
業
務
（
関
連
記
事
は
❸
ペ
ー
ジ
）
、

ま
た
、
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
の
工

事
費
、
都
市
再
生
整
備
事
業
（
新
都
市
の
公
園
や
遊
歩
道
、

ト
イ
レ
改
修
な
ど
の
計
画
）
な
ど
４
事
業
費
を
繰
り
越
す
。

平
成
29
年
度
下
水
道
事
業

　繰
越
明
許
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
１
２
０
０
万
円
）

　
一
昨
年
水
害
に
遭
っ
た
宇
夫
階
地
区
の
水
路
改
修
工
事

と
中
讃
流
域
下
水
道
負
担
金
を
繰
り
越
す
。

空き家を改装し、デイサービスなどに利用している

本会議 議員の賛否
◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）

主　な　審　議　案　件

宇多津町税条例の一部改正（４月施行）

宇多津町国民健康保険税条例の一部改正

平成29年度宇多津町一般会計繰越明許費繰越計算書

平成29年度下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書

平成30年度一般会計補正予算（第１号）

宇多津町税条例の一部を改正する条例

宇多津町介護保険条例の一部を改正する条例

人権擁護委員の推薦（川原　紀子氏）

香川短期大学附属幼稚園の借地の譲渡

◯

◯

◯

◯

◯

◯
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◯

◯
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◯
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◯
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◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

　

―

―

―

―

―

―

―

―

―

　

報
告

議
　
案

陳
情

諮
問

承
認

西本 濵中 柴村 宮本 大松 青木 藍川井上大黒港

さ
だ
い
け

年
度
内
に
支
出
が
終
わ
ら
な
い
と
見

込
ま
れ
る
も
の
を
、
翌
年
度
に
繰
り

越
し
て
支
出
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の

財
源
の
内
訳
な
ど
を
計
算
し
た
も
の
。

正
式
に
は
、
「
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
」
と
言
う
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計

　補
正
予
算

・
空
き
家
実
態
調
査
・
地
域
活
性
化
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
事
業
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
７
５
０
万
円
）

　
町
内
の
空
き
家
の
実
態
調
査
を
行
い
、
再
生
・
解
体

な
ど
に
分
類
す
る
。        

（
関
連
記
事
は
❸
ペ
ー
ジ
）

・
太
鼓
台
補
助
金
　
　
　
　
　
　  

　
（
５
０
０
万
円
）

　
毎
年
、
宝
く
じ
の
売
り
上
げ
か
ら
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る
。
今

年
度
は
田
町
と
新
開
太
鼓
台
に
修
理
費
用
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
２
５
０
万
円
ず
つ
支
払
わ
れ
る
。     

香
川
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
の
借
地

　
平
成
13
年
か
ら
浜
八
番
丁
の
町
所
有
地
を
借
り
て
幼

稚
園
を
運
営
し
て
き
た
が
、
そ
の
借
地
を
譲
渡
し
て
ほ

し
い
と
の
陳
情
が
あ
っ
た
。

空き家の実態調査
委員会審議

総務課

マイナンバー制度は
Q
A
　マイナンバーカードの発行状況は。
　現在1,700枚程度。

Q
A
　マイナンバー制度運用支援業務とは。
　情報の機密性や安全性を確保し、で
きるだけ早く普及を進める事業。

まちづくり課

空き家の調査
　どのように調査するのか。
　町内の空き家を訪問し、建物の外観
目視による老朽度・不良度判定をし、
５段階評価する。

　その判定は誰がするのか。
　専門の業者に依頼する。

まちづくり課

空き家の調査後は
　調査した後の対応は。
　改修して利活用できるものは所有者
に空き家バンクへの登録依頼をしてい
く。倒壊の恐れがある場合は地域整備
課と連携し、除去対象物件として所有
者に連絡する。

Q
A

Q
A

Q
A

右
に
同
じ
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陳
情

諮
問

承
認

西本 濵中 柴村 宮本 大松 青木 藍川井上大黒港

さ
だ
い
け

年
度
内
に
支
出
が
終
わ
ら
な
い
と
見

込
ま
れ
る
も
の
を
、
翌
年
度
に
繰
り

越
し
て
支
出
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の

財
源
の
内
訳
な
ど
を
計
算
し
た
も
の
。

正
式
に
は
、
「
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
」
と
言
う
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計

　補
正
予
算

・
空
き
家
実
態
調
査
・
地
域
活
性
化
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
事
業
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
７
５
０
万
円
）

　
町
内
の
空
き
家
の
実
態
調
査
を
行
い
、
再
生
・
解
体

な
ど
に
分
類
す
る
。        

（
関
連
記
事
は
❸
ペ
ー
ジ
）

・
太
鼓
台
補
助
金
　
　
　
　
　
　  

　
（
５
０
０
万
円
）

　
毎
年
、
宝
く
じ
の
売
り
上
げ
か
ら
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る
。
今

年
度
は
田
町
と
新
開
太
鼓
台
に
修
理
費
用
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
２
５
０
万
円
ず
つ
支
払
わ
れ
る
。     

香
川
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
の
借
地

　
平
成
13
年
か
ら
浜
八
番
丁
の
町
所
有
地
を
借
り
て
幼

稚
園
を
運
営
し
て
き
た
が
、
そ
の
借
地
を
譲
渡
し
て
ほ

し
い
と
の
陳
情
が
あ
っ
た
。

空き家の実態調査
委員会審議

総務課

マイナンバー制度は
Q
A
　マイナンバーカードの発行状況は。
　現在1,700枚程度。

Q
A
　マイナンバー制度運用支援業務とは。
　情報の機密性や安全性を確保し、で
きるだけ早く普及を進める事業。

まちづくり課

空き家の調査
　どのように調査するのか。
　町内の空き家を訪問し、建物の外観
目視による老朽度・不良度判定をし、
５段階評価する。

　その判定は誰がするのか。
　専門の業者に依頼する。

まちづくり課

空き家の調査後は
　調査した後の対応は。
　改修して利活用できるものは所有者
に空き家バンクへの登録依頼をしてい
く。倒壊の恐れがある場合は地域整備
課と連携し、除去対象物件として所有
者に連絡する。

Q
A

Q
A

Q
A

右
に
同
じ
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研修報告（総務建設常任委員会）

第８回全国コンパクトタウン議会サミット第８回全国コンパクトタウン議会サミット町政を問う
・宇多津でも中学生の国際交流を
・ダンボールコンポスト配布を中止した理由は

・小中学生の問題行動の対策は
・生活支援体制整備事業の周知を

・子どもの安全　不断の決意で
・祖父母手帳で「子育て」を応援

・鴨田川改修工事
・宇多津町における犬猫対策は

・重要な通信手段を適切な場所に
・生活道路の安全対策は

・本町の人口増加の検証
・スポーツコミュニティへの取り組み

・景観条例の実効性
・役場の組織のあり方の検証・再考は

・広域コミュニティバスの運行は
・通学路の危険箇所・死角の再確認は

・海ホタル防護柵と管理道の補修
・ICT教育のためにデジタルテレビの設置を

（一般質問の件名）

西本　祐子

濵中　保夫

大松喜次郎

宮本　　隆

青木　義勝

藍川佳津樹

港　　一紫

大黒　一也

井上　弘治

「知っとんな」part２
 「茅の輪くぐり」は６月30日に全国の神社など
で行われている民俗文化の一つです。「茅の輪」
はチガヤや葦などを束ねて作るもので、蛇の
形を模して輪になっています。輪をくぐるこ
とで正月から６月までの半年間の『みそぎ』
をして、無病息災と再生を祈願します。宇多
津幼稚園では毎年、文化財保護協会の皆さん
が直径２メートルの「茅の輪」を作ってくだ
さり、親子で「茅の輪くぐり」をしています。
もう15年ほどになりますが、幼稚園で行われ
ているのは珍しいそうです。文化財保護協会
の奥村さんや宇夫階神社の宮本宮司の説明を
聞いた後、左・右・左と８の字を描くように
３回ずつくぐります。子どもたちはお家の人
と手をつないで足を踏ん張り、大きな茅の輪
を上手にまたいでいました。ある保護者は
「こんな行事が（日本に）あることは幼稚園
に通うまで
知りません
でした。貴
重な体験が
できました。」
と話してく
れました。

　YKK AP㈱八代工場では、熊本県下や八代
市で行われるイベントに積極的に参加し、花
の苗の無料配布などを行っています。また、
小学校に絶滅危惧種の「メダカ」や樹木の贈
呈をしているほか、緑のカーテン応援プロジ
ェクトで地域環境保全にも貢献しています。

　八代市は震度５弱だったため、職員は自主
的に参集し、ばらつきがありました。その理
由として、危機管理課以外の職員に「危機管

　事務やIT関連の企業を誘致するために、工
場建設用地取得や雇用奨励の補助、IT関連の
家賃補助、資格取得の助成金などの補助制度が
あります。また「八代未来チャレンジ企業創出
支援事業」として、県経済をリードすることが
期待される企業を認定・支援しています。

　５月22日～23日、大阪府泉南郡田尻
町での「第８回全国コンパクトタウン
議会サミット」に参加しました。第１
部は、元大阪観光大学教授の中尾清先
生に『観光で輝くまちづくり』をテー
マに基調講演をしていただきました。
政府が掲げる『観光立国　日本。2020
年に訪日客を2000万人から4000万人に
…』。観光は、我が国の力強い経済を
取り戻すための極めて重要な成長分野
の柱です。経済効果が大きいのが魅力
で、簡単に説明すると「観光消費は身近
な海外貿易」なのだそうです。訪日客の
購入拡大のため、消費税の免税手続き
をさらに簡素化する動きもあります。
急速に成長するアジア諸国をはじめと
する観光需要を取り込むことにより、
地方の活性化や雇用機会の増大などに
効果の期待が大きいというお話でした。

　第２部はワールドカフェ方式で『観
光資源の見つけ方』をテーマに、各議
会の議員が班に分かれて各町の観光資
源について話し合いました。観光とは

観光で輝くまちづくり観光で輝くまちづくり

町の観光資源を見つける町の観光資源を見つける

関西国際空港関西国際空港

「その地域の光を磨き示し公にする
こと」という追加講義もあり、「我
が町の光とは何か」を考えながら他
町の議員から見た本町の特色を聞く
こともできました。どのように観光
を考えるのか、喜んでもらえるモノ
は何かを考えるのが重要な視点だと
感じました。また、小さな町の議員
が集まることで繋がりが広がり、ど
のようにすれば政策の考えが深まる
のかも考えさせられました。

　２日目は午前のみで、関西国際空
港の現地での説明会でした。建設当
時の話や災害対策について、空港内
を移動しながら説明をしていただき
ました。今後ますます増加が見込ま
れる訪日旅行者。我が町独自のアイ
デアで観光スタイルを見出すことが
観光政策の原点だと感じました。

地域と共生するYKK AP

起業の支援や農地の紹介も（八代市）

熊本地震で学んだ防災訓練の重要性（八代市）

理マニュアル」を周知徹底できていなかった
ことが挙げられます。また、小規模避難所が
多すぎて、職員だけでは対応しきれませんで
した。広報車や
防災無線は雑音な
どで聞きづらいと
いう苦情が多かっ
たため、８月から
テレビのデータ放
送「デポタン」で
も災害情報の告知
を始めるそうです。

いくつかのグループに分かれてテーマについて話し合い、一通
り意見が出たら一人だけが残り、後のメンバーを入れ替える。
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住
民
生
活
課
長

浅
野
地
域
整
備
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

高
瀬
教
育
次
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

　
　
沖
枡
塩
田
２
号
護
岸
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
さ
れ
て
い
る

管
理
道
路
の
防
護
柵
に
錆
が
発

生
し
て
い
る
。
錆
が
進
む
と
破

断
や
怪
我
も
考
え
ら
れ
非
常
に

危
険
で
あ
る
。
ま
た
管
理
道
の

上
に
塗
ら
れ
た
塗
装
が
剥
が
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
補
修
は
可

能
か
。

　
　
効
果
な
教
育
指
導
の
た
め

に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
が
大

切
で
あ
り
、
日
常
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
授
業
で
利
用
し
や
す
い

環
境
作
り
が
重
要
で
あ
る
。
テ

レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
な
ど
を
教
室
に

配
置
し
、
そ
の
他
の
周
辺
機
器

パ
ソ
コ
ン
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
実
物

投
影
機
・
ブ
ル
ー
レ
イ
レ
コ
ー

海
ホ
タ
ル
防
護
柵
と
管
理
道
の
補
修

県
に
問
い
合
わ
せ
、
現
地
調
査
を
す
る
／
地
域
整
備
課
長

濵中　保夫　議員

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
設
置
を

中
学
校
に
は
配
置
済
み
、
両
小
学
校
に
も
設
置
し
た
い
／
教
育
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
該
施

設
は
県
管
理
の
施
設
な
の
で
県

に
問
い
合
わ
せ
を
す
る
。
防
護

柵
に
お
い
て
は
、
昨
年
冬
に
現

地
で
把
握
確
認
し
、
今
夏
に
一

部
区
間
に
お
い
て
再
塗
装
（
試

験
施
工
）を
行
う
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
県
か
ら
は
舗
装（
塗
装
）

の
損
傷
状
態
の
把
握
の
た
め
現

地
調
査
を
行
い
、
町
と
協
議
し

対
応
し
た
い
旨
の
回
答
が
あ
っ

た
。

　
　
　
　
宇
多
津
町
の
「
国
際

交
流
協
会
」
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
宇
多
津
中
学
校
で
は
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
中
学
生
を
派

遣
し
て
い
る
が
、
受
け
入
れ
は

し
て
い
な
い
。
坂
出
市
や
丸
亀

市
で
は
中
高
生
を
対
象
と
し
た

短
期
留
学
生
の
派
遣
と
受
け
入

れ
を
毎
年
交
互
に
実
施
し
、
相

互
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
本
町

で
も
国
際
交
流
を
深
め
る
た
め

に
、
中
学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　
　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

で
生
ご
み
を
処
理
す
れ
ば
、
可

燃
ご
み
の
水
分
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
。
燃
料
も
節
約
で
き
、

堆
肥
は
家
庭
菜
園
な
ど
で
使
え

て
一
石
二
鳥
な
の
に
、
な
ぜ
や

め
た
の
か
。
今
の
焼
却
炉
を
何

と
か
使
い
続
け
る
た
め
に
も
生

ご
み
の
水
分
を
減
ら
す
努
力
を

宇
多
津
で
も
中
学
生
の
国
際
交
流
を

ぜ
ひ
、
中
学
生
の
派
遣
先
の
交
流
か
ら
始
め
た
い
／
町
長

中
止
は
性
急
だ
っ
た
の
で
、
準
備
で
き
次
第
、
再
開
す
る
／
住
民
生
活
課
長

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
配
布
を
中
止
し
た
理
由
は

　
　
　
　
　
丸
亀
市
や
坂
出
市

な
ど
は
海
外
の
都
市
と
姉
妹
都

市
提
携
を
し
て
い
る
。
町
で
は

平
成
12
年
か
ら
中
学
生
の
海
外

派
遣
事
業
を
開
始
し
、
韓
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
に
派

遣
し
て
き
た
。
ま
ず
は
昨
年
交

流
を
し
た
「
ワ
イ
タ
ケ
デ
ス
ク

ー
ル
」
か
ら
交
流
を
始
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
23

年
９
月
か
ら
配
布
し
て
い
た
が
、

27
年
ご
ろ
か
ら
新
規
申
し
込
み

が
な
く
な
っ
た
。
学
校
や
団
体

へ
も
働
き
か
け
た
が
件
数
が
伸

し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

な
ど
、
海
外
か
ら
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
受
け
入
れ
て
は
ど
う
か
。

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ほ
か

に
、
ご
み
を
減
ら
す
対
策
は
行

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

の
環
境
整
備
方
針
が
通
知
さ
れ
、

普
通
・
特
別
教
室
に
一
台
の
大

型
提
示
装
置
と
実
物
投
影
機
の

整
備
が
求
め
ら
れ
、
町
で
は
昨

年
度
中
学
校
に
す
べ
て
配
置
し

た
。
両
小
学
校
へ
の
配
置
は
、

今
後
財
政
と
の
協
議
を
進
め
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
設
置

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

西本　祐子　議員

び
な
か
っ
た
た
め
、
無
料
配
布

を
中
止
し
た
。
こ
の
決
定
は
い

さ
さ
か
性
急
だ
っ
た
の
で
、
お

詫
び
し
て
、
準
備
で
き
次
第
再

開
し
た
い
。

　
　
　
　
　
担
当
課
で
決
定
し
、

私
も
知
ら
な
か
っ
た
。
継
続
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
「
町
家
と
お
ひ
な

さ
ん
」
で
県
の
国
際
交
流
協
会

の
物
販
を
手
伝
う
な
ど
、
地
道

な
活
動
は
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

今
後
は
相
互
交
流
や
海
外
派
遣

事
業
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を

考
え
た
い
。

ダ
ー
な
ど
の
付
属
品
も
必
要
。

そ
こ
で
宇
多
津
北
小
・
宇
多
津

小
に
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
設
置

を
求
め
る
。

お
き
ま
す
え
ん
で
ん
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問問

再
質
問

問問

浜
田
住
民
生
活
課
長

浅
野
地
域
整
備
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

高
瀬
教
育
次
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

　
　
沖
枡
塩
田
２
号
護
岸
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
さ
れ
て
い
る

管
理
道
路
の
防
護
柵
に
錆
が
発

生
し
て
い
る
。
錆
が
進
む
と
破

断
や
怪
我
も
考
え
ら
れ
非
常
に

危
険
で
あ
る
。
ま
た
管
理
道
の

上
に
塗
ら
れ
た
塗
装
が
剥
が
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
補
修
は
可

能
か
。

　
　
効
果
な
教
育
指
導
の
た
め

に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
が
大

切
で
あ
り
、
日
常
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
授
業
で
利
用
し
や
す
い

環
境
作
り
が
重
要
で
あ
る
。
テ

レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
な
ど
を
教
室
に

配
置
し
、
そ
の
他
の
周
辺
機
器

パ
ソ
コ
ン
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
実
物

投
影
機
・
ブ
ル
ー
レ
イ
レ
コ
ー

海
ホ
タ
ル
防
護
柵
と
管
理
道
の
補
修

県
に
問
い
合
わ
せ
、
現
地
調
査
を
す
る
／
地
域
整
備
課
長

濵中　保夫　議員

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
設
置
を

中
学
校
に
は
配
置
済
み
、
両
小
学
校
に
も
設
置
し
た
い
／
教
育
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
該
施

設
は
県
管
理
の
施
設
な
の
で
県

に
問
い
合
わ
せ
を
す
る
。
防
護

柵
に
お
い
て
は
、
昨
年
冬
に
現

地
で
把
握
確
認
し
、
今
夏
に
一

部
区
間
に
お
い
て
再
塗
装
（
試

験
施
工
）を
行
う
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
県
か
ら
は
舗
装（
塗
装
）

の
損
傷
状
態
の
把
握
の
た
め
現

地
調
査
を
行
い
、
町
と
協
議
し

対
応
し
た
い
旨
の
回
答
が
あ
っ

た
。

　
　
　
　
宇
多
津
町
の
「
国
際

交
流
協
会
」
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
宇
多
津
中
学
校
で
は
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
中
学
生
を
派

遣
し
て
い
る
が
、
受
け
入
れ
は

し
て
い
な
い
。
坂
出
市
や
丸
亀

市
で
は
中
高
生
を
対
象
と
し
た

短
期
留
学
生
の
派
遣
と
受
け
入

れ
を
毎
年
交
互
に
実
施
し
、
相

互
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
本
町

で
も
国
際
交
流
を
深
め
る
た
め

に
、
中
学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　
　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

で
生
ご
み
を
処
理
す
れ
ば
、
可

燃
ご
み
の
水
分
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
。
燃
料
も
節
約
で
き
、

堆
肥
は
家
庭
菜
園
な
ど
で
使
え

て
一
石
二
鳥
な
の
に
、
な
ぜ
や

め
た
の
か
。
今
の
焼
却
炉
を
何

と
か
使
い
続
け
る
た
め
に
も
生

ご
み
の
水
分
を
減
ら
す
努
力
を

宇
多
津
で
も
中
学
生
の
国
際
交
流
を

ぜ
ひ
、
中
学
生
の
派
遣
先
の
交
流
か
ら
始
め
た
い
／
町
長

中
止
は
性
急
だ
っ
た
の
で
、
準
備
で
き
次
第
、
再
開
す
る
／
住
民
生
活
課
長

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
配
布
を
中
止
し
た
理
由
は

　
　
　
　
　
丸
亀
市
や
坂
出
市

な
ど
は
海
外
の
都
市
と
姉
妹
都

市
提
携
を
し
て
い
る
。
町
で
は

平
成
12
年
か
ら
中
学
生
の
海
外

派
遣
事
業
を
開
始
し
、
韓
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
に
派

遣
し
て
き
た
。
ま
ず
は
昨
年
交

流
を
し
た
「
ワ
イ
タ
ケ
デ
ス
ク

ー
ル
」
か
ら
交
流
を
始
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
23

年
９
月
か
ら
配
布
し
て
い
た
が
、

27
年
ご
ろ
か
ら
新
規
申
し
込
み

が
な
く
な
っ
た
。
学
校
や
団
体

へ
も
働
き
か
け
た
が
件
数
が
伸

し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

な
ど
、
海
外
か
ら
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
受
け
入
れ
て
は
ど
う
か
。

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ほ
か

に
、
ご
み
を
減
ら
す
対
策
は
行

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

の
環
境
整
備
方
針
が
通
知
さ
れ
、

普
通
・
特
別
教
室
に
一
台
の
大

型
提
示
装
置
と
実
物
投
影
機
の

整
備
が
求
め
ら
れ
、
町
で
は
昨

年
度
中
学
校
に
す
べ
て
配
置
し

た
。
両
小
学
校
へ
の
配
置
は
、

今
後
財
政
と
の
協
議
を
進
め
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
設
置

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

西本　祐子　議員

び
な
か
っ
た
た
め
、
無
料
配
布

を
中
止
し
た
。
こ
の
決
定
は
い

さ
さ
か
性
急
だ
っ
た
の
で
、
お

詫
び
し
て
、
準
備
で
き
次
第
再

開
し
た
い
。

　
　
　
　
　
担
当
課
で
決
定
し
、

私
も
知
ら
な
か
っ
た
。
継
続
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
「
町
家
と
お
ひ
な

さ
ん
」
で
県
の
国
際
交
流
協
会

の
物
販
を
手
伝
う
な
ど
、
地
道

な
活
動
は
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

今
後
は
相
互
交
流
や
海
外
派
遣

事
業
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を

考
え
た
い
。

ダ
ー
な
ど
の
付
属
品
も
必
要
。

そ
こ
で
宇
多
津
北
小
・
宇
多
津

小
に
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
設
置

を
求
め
る
。

お
き
ま
す
え
ん
で
ん
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問問

今
津
生
涯
学
習
課
長

木
下
保
健
福
祉
課
長

木
下
保
健
福
祉
課
長

再
質
問

問

再
質
問

問 一
般
質
問

一
般
質
問

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

谷
川
町
長

高
瀬
教
育
次
長

高
瀬
教
育
次
長

高
瀬
教
育
次
長

大松喜次郎　議員

　
　
　
　
小
中
学
校
間
で
入
学

前
と
後
で
問
題
点
を
話
し
合
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
平
山
地
区
の
取
り
組

み
を
発
表
す
る
「
地
域
支
え
合

い
活
動
報
告
会
」
を
い
つ
開
催

す
る
の
か
。
今
後
、
事
業
を
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
文
科
省
の
平
成
28
年
度
調

査
に
よ
る
と
、
暴
力
・
い
じ
め

・
不
登
校
の
い
ず
れ
も
小
学
校

６
年
か
ら
中
学
校
１
年
に
か
け

て
発
生
件
数
が
大
き
く
増
加
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
ま
教
育

界
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
現
象
が
現
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
行
動
の
対
応
策

　
　
日
常
生
活
上
の
支
援
体
制

の
充
実
・
強
化
お
よ
び
高
齢
者

の
社
会
参
加
の
促
進
を
一
体
的

に
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

す
る
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
」
が
あ
る
。
現
在
、
平
山
地

区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
進
め

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

他
地
区
の
住
民
が
こ
の
事
業
の

こ
と
を
知
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

小
中
学
生
の
問
題
行
動
の
対
策
は

問
題
行
動
の
原
因
を
追
究
し
、
対
策
し
て
い
る
／
教
育
次
長

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
周
知
を

平
山
地
区
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
／
保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
　
い
じ
め
対
策

は
「
子
ど
も
支
援
委
員
会
」
な

ど
を
定
期
的
に
開
催
し
、
情
報

の
共
有
を
図
り
、
対
応
し
て
い

る
。
不
登
校
対
策
と
し
て
は
、

中
学
校
で
は
毎
月
「
不
登
校
対

　
　
　
　
　
　
町
教
育
連
携
協

議
会
に
お
い
て
中
１
部
会
を
設

け
、
小
中
学
校
の
先
生
が
課
題

解
決
に
向
け
て
協
議
し
て
い
る
。

                          

活
動
報

告
会
は
12
月
か
１
月
に
実
施
し

た
い
。
２
か
月
に
一
度
の
全
体

会
の
間
に
、
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
構
成
員
と
で
地

域
に
出
向
い
て
活
動
を
行
い
、

今
後
の
取
り
組
み
を
協
議
し
て

い
く
。

　
　
　
　
　
関
係
部
署
と
協
議

し
て
、
調
査
・
研
究
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
両
市
と
協
議
し
て
い

た
だ
く
こ
と
の
検
討
は
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
周
知
手
段

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
高
齢
者
の
運
転
中
の
事
故

が
多
く
発
生
し
、
免
許
証
の
返

納
も
お
願
い
し
て
い
る
。

　
地
方
は
公
共
交
通
が
少
な
く
、

日
常
生
活
に
自
動
車
が
必
要
だ

と
多
く
の
高
齢
者
が
言
う
。
町

が
独
自
に
バ
ス
を
運
行
す
る
の

は
厳
し
い
と
認
識
し
て
い
る
の

で
、
坂
出
市
と
丸
亀
市
の
バ
ス

広
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
は

交
通
施
策
は
重
要
で
今
後
と
も
検
討
・
努
力
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

通
学
路
の
危
険
箇
所
・
死
角
の
再
確
認
は

今
年
度
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
予
定
／
教
育
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ち
ょ

っ
と
し
た
生
活
の
困
り
ご
と
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を

実
施
し
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行

っ
た
。
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
地
域
で
の
生
活
課
題
を

分
析
し
、
助
け
合
い
の
仕
組
み

を
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

が
町
内
を
も
う
少
し
通
り
、
両

方
の
バ
ス
を
接
続
し
乗
換
が
で

き
る
路
線
変
更
に
両
市
と
協
議

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
齢

化
社
会
を
迎
え
る
中
で
高
齢
者

の
方
々
に
不
自
由
な
く
生
活
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
交
通

宮本　隆　議員

る
。
ま
ず
は
、
ま
ん
で
が
ん
体

操
や
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン
の
活
動
先
や
自
治
会
な
ど
の

各
団
体
に
出
向
い
て
周
知
し
て

い
く
。

・
予
防
と
し
て
学
校
に
お
け
る

日
常
の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

策
委
員
会
」
を
開
催
し
、
学
校

生
活
へ
の
復
帰
を
支
援
し
て
い

る
。
暴
力
行
為
対
策
と
し
て
は
、

県
よ
り
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
チ

ー
ム
を
配
置
し
て
い
る
ほ
か「
宇

多
津
町
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
連
携

協
議
会
」
で
学
校
内
外
の
生
活

指
導
上
の
問
題
解
決
に
向
け
て

協
議
し
て
い
る
。

　
　
　
　
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
所

に
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
配
布
し
た
の

か
。
南
部
の
設
置
箇
所
な
ど
に

つ
い
て
、
検
討
し
た
い
と
の
答

弁
だ
っ
た
が
、検
討
は
し
た
の
か
。

　
　
通
学
路
で
登
下
校
時
に
は

犯
罪
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
か

ね
な
い
リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い
る
。

全
国
で
事
件
・
事
故
が
発
生
し

て
い
る
し
、
通
学
路
で
の
事
件

・
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
。

　
新
潟
で
下
校
中
の
通
学
路
で
、

痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
て
い

る
。
事
件
発
生
後
、
宇
多
津
町

は
通
学
路
で
の
事
件
・
事
故
を

　
　
　
　
　
　
　
宇
多
津
小
学

校
は
事
件
後
の
５
月
に
再
点
検

を
実
施
、
北
小
学
校
は
４
月
と

各
学
期
末
の
年
４
回
実
施
し
て

い
る
。
今
年
度
は
「
地
域
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
か
ら

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
実
施
す

る
。
設
置
箇
所
は
こ
れ
か
ら
学

校
の
先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
打
ち
合

わ
せ
し
、
再
度
調
査
・
確
認
し

検
討
し
た
い
。

協
働
活
動
推
進
事
業
」
を
実
施

し
、
10
月
ご
ろ
に
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
予
定

で
あ
る
。

施
策
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
広
域
的
バ
ス
の
運
行
に

関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
香
川
県

に
粘
り
強
く
働
き
か
け
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
地
域
ご
と
の
ニ

ー
ズ
な
ど
の
分
析
・
把
握
を
行

い
、
今
後
と
も
検
討
・
努
力
し

て
い
く
。

防
ぐ
た
め
の
危
険
な
場
所
や
死

角
な
ど
に
つ
い
て
、
再
確
認
や

安
全
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

は
行
っ
た
の
か
。

看
板
を
見
て
子
ど
も
が
助
け
を
求
め

て
き
た
時
に
、
子
ど
も
を
保
護
し
、

学
校
や
警
察
な
ど
に
連
絡
し
て
く
れ

る
。
お
も
に
通
学
路
上
の
店
舗
や
一

般
住
宅
に
お
願
い
し
て
い
る
。
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問問

今
津
生
涯
学
習
課
長

木
下
保
健
福
祉
課
長

木
下
保
健
福
祉
課
長

再
質
問

問

再
質
問

問 一
般
質
問

一
般
質
問

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

谷
川
町
長

高
瀬
教
育
次
長

高
瀬
教
育
次
長

高
瀬
教
育
次
長

大松喜次郎　議員

　
　
　
　
小
中
学
校
間
で
入
学

前
と
後
で
問
題
点
を
話
し
合
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
平
山
地
区
の
取
り
組

み
を
発
表
す
る
「
地
域
支
え
合

い
活
動
報
告
会
」
を
い
つ
開
催

す
る
の
か
。
今
後
、
事
業
を
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
文
科
省
の
平
成
28
年
度
調

査
に
よ
る
と
、
暴
力
・
い
じ
め

・
不
登
校
の
い
ず
れ
も
小
学
校

６
年
か
ら
中
学
校
１
年
に
か
け

て
発
生
件
数
が
大
き
く
増
加
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
ま
教
育

界
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
現
象
が
現
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
行
動
の
対
応
策

　
　
日
常
生
活
上
の
支
援
体
制

の
充
実
・
強
化
お
よ
び
高
齢
者

の
社
会
参
加
の
促
進
を
一
体
的

に
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

す
る
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
」
が
あ
る
。
現
在
、
平
山
地

区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
進
め

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

他
地
区
の
住
民
が
こ
の
事
業
の

こ
と
を
知
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

小
中
学
生
の
問
題
行
動
の
対
策
は

問
題
行
動
の
原
因
を
追
究
し
、
対
策
し
て
い
る
／
教
育
次
長

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
周
知
を

平
山
地
区
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
／
保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
　
い
じ
め
対
策

は
「
子
ど
も
支
援
委
員
会
」
な

ど
を
定
期
的
に
開
催
し
、
情
報

の
共
有
を
図
り
、
対
応
し
て
い

る
。
不
登
校
対
策
と
し
て
は
、

中
学
校
で
は
毎
月
「
不
登
校
対

　
　
　
　
　
　
町
教
育
連
携
協

議
会
に
お
い
て
中
１
部
会
を
設

け
、
小
中
学
校
の
先
生
が
課
題

解
決
に
向
け
て
協
議
し
て
い
る
。

                          

活
動
報

告
会
は
12
月
か
１
月
に
実
施
し

た
い
。
２
か
月
に
一
度
の
全
体

会
の
間
に
、
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
構
成
員
と
で
地

域
に
出
向
い
て
活
動
を
行
い
、

今
後
の
取
り
組
み
を
協
議
し
て

い
く
。

　
　
　
　
　
関
係
部
署
と
協
議

し
て
、
調
査
・
研
究
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
両
市
と
協
議
し
て
い

た
だ
く
こ
と
の
検
討
は
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
周
知
手
段

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
高
齢
者
の
運
転
中
の
事
故

が
多
く
発
生
し
、
免
許
証
の
返

納
も
お
願
い
し
て
い
る
。

　
地
方
は
公
共
交
通
が
少
な
く
、

日
常
生
活
に
自
動
車
が
必
要
だ

と
多
く
の
高
齢
者
が
言
う
。
町

が
独
自
に
バ
ス
を
運
行
す
る
の

は
厳
し
い
と
認
識
し
て
い
る
の

で
、
坂
出
市
と
丸
亀
市
の
バ
ス

広
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
は

交
通
施
策
は
重
要
で
今
後
と
も
検
討
・
努
力
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

通
学
路
の
危
険
箇
所
・
死
角
の
再
確
認
は

今
年
度
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
予
定
／
教
育
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ち
ょ

っ
と
し
た
生
活
の
困
り
ご
と
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を

実
施
し
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行

っ
た
。
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
地
域
で
の
生
活
課
題
を

分
析
し
、
助
け
合
い
の
仕
組
み

を
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

が
町
内
を
も
う
少
し
通
り
、
両

方
の
バ
ス
を
接
続
し
乗
換
が
で

き
る
路
線
変
更
に
両
市
と
協
議

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
齢

化
社
会
を
迎
え
る
中
で
高
齢
者

の
方
々
に
不
自
由
な
く
生
活
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
交
通

宮本　隆　議員

る
。
ま
ず
は
、
ま
ん
で
が
ん
体

操
や
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン
の
活
動
先
や
自
治
会
な
ど
の

各
団
体
に
出
向
い
て
周
知
し
て

い
く
。

・
予
防
と
し
て
学
校
に
お
け
る

日
常
の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

策
委
員
会
」
を
開
催
し
、
学
校

生
活
へ
の
復
帰
を
支
援
し
て
い

る
。
暴
力
行
為
対
策
と
し
て
は
、

県
よ
り
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
チ

ー
ム
を
配
置
し
て
い
る
ほ
か「
宇

多
津
町
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
連
携

協
議
会
」
で
学
校
内
外
の
生
活

指
導
上
の
問
題
解
決
に
向
け
て

協
議
し
て
い
る
。

　
　
　
　
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
所

に
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
配
布
し
た
の

か
。
南
部
の
設
置
箇
所
な
ど
に

つ
い
て
、
検
討
し
た
い
と
の
答

弁
だ
っ
た
が
、検
討
は
し
た
の
か
。

　
　
通
学
路
で
登
下
校
時
に
は

犯
罪
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
か

ね
な
い
リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い
る
。

全
国
で
事
件
・
事
故
が
発
生
し

て
い
る
し
、
通
学
路
で
の
事
件

・
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
。

　
新
潟
で
下
校
中
の
通
学
路
で
、

痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
て
い

る
。
事
件
発
生
後
、
宇
多
津
町

は
通
学
路
で
の
事
件
・
事
故
を

　
　
　
　
　
　
　
宇
多
津
小
学

校
は
事
件
後
の
５
月
に
再
点
検

を
実
施
、
北
小
学
校
は
４
月
と

各
学
期
末
の
年
４
回
実
施
し
て

い
る
。
今
年
度
は
「
地
域
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
か
ら

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
実
施
す

る
。
設
置
箇
所
は
こ
れ
か
ら
学

校
の
先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
打
ち
合

わ
せ
し
、
再
度
調
査
・
確
認
し

検
討
し
た
い
。

協
働
活
動
推
進
事
業
」
を
実
施

し
、
10
月
ご
ろ
に
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
予
定

で
あ
る
。

施
策
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
広
域
的
バ
ス
の
運
行
に

関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
香
川
県

に
粘
り
強
く
働
き
か
け
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
地
域
ご
と
の
ニ

ー
ズ
な
ど
の
分
析
・
把
握
を
行

い
、
今
後
と
も
検
討
・
努
力
し

て
い
く
。

防
ぐ
た
め
の
危
険
な
場
所
や
死

角
な
ど
に
つ
い
て
、
再
確
認
や

安
全
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

は
行
っ
た
の
か
。

看
板
を
見
て
子
ど
も
が
助
け
を
求
め

て
き
た
時
に
、
子
ど
も
を
保
護
し
、

学
校
や
警
察
な
ど
に
連
絡
し
て
く
れ

る
。
お
も
に
通
学
路
上
の
店
舗
や
一

般
住
宅
に
お
願
い
し
て
い
る
。
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問

再
質
問

問 一
般
質
問

一
般
質
問

再
質
問

問

今
津
生
涯
学
習
課
長

高
瀬
教
育
次
長

高
瀬
教
育
次
長

浅
野
地
域
整
備
課
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

青木　義勝　議員
　
　
法
律
や
条
令
は
、
国
民
・

住
民
の
権
利
・
利
益
の
保
護
と

同
時
に
、
私
権
の
制
限
を
と
も

な
う
も
の
も
あ
る
。
景
観
条
例

は
、
私
権
の
制
限
が
主
と
な
る

た
め
行
政
指
導
の
判
断
が
難
し

く
実
効
性
は
薄
い
。
近
年
空
き

景
観
条
例
の
実
効
性

条
例
は
規
制
で
は
な
く
、
緩
や
か
な
基
準
／
地
域
整
備
課
長

役
場
の
組
織
の
あ
り
方
の
検
証
・
再
考
は

課
の
設
置
は
住
民
の
利
便
性
向
上
な
ど
を
考
慮
し
て
い
る
／
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
は

町
が
魅
力
あ
る
景
観
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
制
定
さ

れ
た
。
本
町
の
基
準
は
規
制
で

な
く
、
自
発
的
・
良
好
な
景
観

を
誘
導
す
る
と
い
う
意
図
が
趣

旨
で
、
緩
や
か
な
基
準
と
し
、

家
問
題
に
関
わ
っ
て
、
町
内
の

街
並
み
景
観
の
劣
化
に
危
機
感

を
持
つ一人
と
し
て
た
ず
ね
る
。

　
条
例
制
定
以
来
、
行
政
指
導

の
事
例
は
あ
る
か
。
ま
た
私
権

制
限
の
見
返
り
優
遇
制
度
を
検

討
す
る
考
え
は
。

子
ど
も
の
安
全

　不
断
の
決
意
で

問
題
個
所
マ
ッ
プ
や
改
善
策
な
ど
公
開
を
考
え
た
い
／
教
育
次
長

藍川佳津樹　議員

　
　
　
　
危
機
管
理
課
は
町
で

は
本
町
だ
け
、
本
家
武
雄
市
は

ま
ち
づ
く
り
部
の
下
に
建
設
や

都
市
計
画
な
ど
の
課
組
織
で
納

得
。
し
か
し
本
町
の
ま
ち
づ
く

り
課
は
イ
ベ
ン
ト
屋
の
様
相
を

呈
し
業
務
の
趣
意
が
危
う
い
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
、
地
域
整

備
課
、
危
機
管
理
課
な
ど
に
つ

い
て
、
そ
の
業
務
内
容
に
疑
問

を
感
じ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り

課
は
何
で
も
あ
り
の
業
務
に
な

り
か
ね
な
い
。
地
域
整
備
課
は

下
水
道
業
務
が
編
入
さ
れ
業
務

範
囲
が
広
が
っ
た
。
危
機
管
理

課
は
「
身
の
丈
行
政
」
に
そ
ぐ

わ
な
い
。

　
こ
の
際
、
業
務
内
容
を
再
整

　
　
　
　
　
危
機
管
理
課
は
東

日
本
大
震
災
後
注
目
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
、
ま
ち

づ
く
り
課
は
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
社
会
で
地
方
の
「
ま
ち

づ
く
り
」
が
重
要
視
さ
れ
、
地

　
　
　
　
　
今
の
組
織
は
当
時

の
副
町
長
を
先
頭
に
一
年
が
か

り
で
作
り
上
げ
た
も
の
。
私
の

施
策
は
常
に
住
民
の
ニ
ー
ズ
第

一
で
あ
り
、
住
民
が
そ
れ
を
望

ん
で
い
た
と
考
え
、
す
べ
て
の

施
策
を
進
め
て
い
る
。
検
証
、

再
考
と
な
れ
ば
住
民
の
ニ
ー
ズ

を
聞
く
必
要
も
あ
る
。

域
整
備
課
は
住
民
の
利
便
性
向

上
の
観
点
か
ら
事
業
課
の
業
務

を
集
約
し
て
設
け
た
。

理
し
て
、
限
り
有
る
人
材
を
最

大
限
活
か
し
、
能
率
的
で
効
果

的
な
行
政
組
織
を
再
構
築
し
て

は
。

　
　
　
　
事
故
の
未
然
防
止
は

不
断
の
改
善
が
欠
か
せ
な
い
。

児
童
の
安
全
確
保
は
学
校
だ
け

で
な
く
関
係
機
関
や
地
域
、
企

業
の
協
力
も
不
可
欠
。
子
ど
も

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
状
況
な
ど
児
童
の
見

守
り
体
制
強
化
に
本
町
の
決
意

は
。

　
　
登
下
校
中
の
子
ど
も
た
ち

が
犠
牲
に
な
る
悲
惨
な
事
故
や

事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
国
か

ら
の
「
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
策
定
」
は
、
関
係
機
関

が
連
携
し
児
童
生
徒
が
安
全
に

通
学
で
き
る
よ
う
定
期
的
に
総

点
検
し
危
険
個
所
の
発
見
と
改

善
な
ど
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
繰
り
返
す

こ
と
で
通
学
路
の
安
全
向
上
を

求
め
て
い
る
。
関
係
機
関
と
の

協
議
内
容
や
、
特
に
危
険
個
所

マ
ッ
プ
な
ど
、
情
報
公
開
し
通

学
路
の
安
全
確
保
を
図
る
べ
き

で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
27
年
７

月
に
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
し
た
。
部
会
に
よ

る
点
検
は
年
２
回
実
施
し
、
問

題
個
所
の
発
見
や
対
策
、
検
討
、

改
善
を
繰
り
返
し
継
続
的
に
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も

Ｓ
Ｏ
Ｓ
は
、
宇
多
津
小
校
区
で

54
カ
所
、
宇
多
津
北
小
校
区
で

61
カ
所
、
合
計
１
１
５
か
所
の

調
査
を
実
施
し
、
壊
れ
た
看
板

や
薄
く
な
っ
た
文
字
、
店
舗
の

移
動
な
ど
、
整
備
に
つ
い
て
教

育
委
員
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
協
議

し
、
看
板
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
マ

ッ
プ
作
成
も
実
施
す
る
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　
今
年
度
か
ら

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
、
学
校
と
地
域
が
協
働
で

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る

「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事

業
」
も
実
施
。
10
月
ご
ろ
、
学

校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
。

企
業
の
社
会
貢
献
防
犯
活
動
も

研
究
し
た
い
。

施
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

改
善
箇
所
は
学
校
に
報
告
し
て

い
る
が
大
き
な
変
更
以
外
は
公

表
し
て
い
な
い
。
保
護
者
の
安

心
感
に
つ
な
が
る
の
で
協
議
し
、

Ｈ
・
Ｐ
や
メ
ー
ル
な
ど
で
公
表

す
る
方
向
で
考
え
た
い
。
ま
た
、

通
学
路
な
ど
の
死
角
に
な
り
や

す
い
場
所
に
は
20
基
の
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
、
保
護
者
へ
の

メ
ー
ル
配
信
で
注
意
喚
起
も
行

っ
て
い
る
。

従
っ
て
制
限
に
対
す
る
優
遇
措

置
は
と
っ
て
い
な
い
。

P（Plan）計画→D(Do）実行→C（Check）評価→A（Act）改善の
４段階を繰り返すことで、業務を継続的に改善する
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問

再
質
問

問 一
般
質
問

一
般
質
問

再
質
問

問

今
津
生
涯
学
習
課
長

高
瀬
教
育
次
長

高
瀬
教
育
次
長

浅
野
地
域
整
備
課
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

青木　義勝　議員
　
　
法
律
や
条
令
は
、
国
民
・

住
民
の
権
利
・
利
益
の
保
護
と

同
時
に
、
私
権
の
制
限
を
と
も

な
う
も
の
も
あ
る
。
景
観
条
例

は
、
私
権
の
制
限
が
主
と
な
る

た
め
行
政
指
導
の
判
断
が
難
し

く
実
効
性
は
薄
い
。
近
年
空
き

景
観
条
例
の
実
効
性

条
例
は
規
制
で
は
な
く
、
緩
や
か
な
基
準
／
地
域
整
備
課
長

役
場
の
組
織
の
あ
り
方
の
検
証
・
再
考
は

課
の
設
置
は
住
民
の
利
便
性
向
上
な
ど
を
考
慮
し
て
い
る
／
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
は

町
が
魅
力
あ
る
景
観
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
制
定
さ

れ
た
。
本
町
の
基
準
は
規
制
で

な
く
、
自
発
的
・
良
好
な
景
観

を
誘
導
す
る
と
い
う
意
図
が
趣

旨
で
、
緩
や
か
な
基
準
と
し
、

家
問
題
に
関
わ
っ
て
、
町
内
の

街
並
み
景
観
の
劣
化
に
危
機
感

を
持
つ一人
と
し
て
た
ず
ね
る
。

　
条
例
制
定
以
来
、
行
政
指
導

の
事
例
は
あ
る
か
。
ま
た
私
権

制
限
の
見
返
り
優
遇
制
度
を
検

討
す
る
考
え
は
。

子
ど
も
の
安
全

　不
断
の
決
意
で

問
題
個
所
マ
ッ
プ
や
改
善
策
な
ど
公
開
を
考
え
た
い
／
教
育
次
長

藍川佳津樹　議員

　
　
　
　
危
機
管
理
課
は
町
で

は
本
町
だ
け
、
本
家
武
雄
市
は

ま
ち
づ
く
り
部
の
下
に
建
設
や

都
市
計
画
な
ど
の
課
組
織
で
納

得
。
し
か
し
本
町
の
ま
ち
づ
く

り
課
は
イ
ベ
ン
ト
屋
の
様
相
を

呈
し
業
務
の
趣
意
が
危
う
い
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
、
地
域
整

備
課
、
危
機
管
理
課
な
ど
に
つ

い
て
、
そ
の
業
務
内
容
に
疑
問

を
感
じ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り

課
は
何
で
も
あ
り
の
業
務
に
な

り
か
ね
な
い
。
地
域
整
備
課
は

下
水
道
業
務
が
編
入
さ
れ
業
務

範
囲
が
広
が
っ
た
。
危
機
管
理

課
は
「
身
の
丈
行
政
」
に
そ
ぐ

わ
な
い
。

　
こ
の
際
、
業
務
内
容
を
再
整

　
　
　
　
　
危
機
管
理
課
は
東

日
本
大
震
災
後
注
目
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
、
ま
ち

づ
く
り
課
は
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
社
会
で
地
方
の
「
ま
ち

づ
く
り
」
が
重
要
視
さ
れ
、
地

　
　
　
　
　
今
の
組
織
は
当
時

の
副
町
長
を
先
頭
に
一
年
が
か

り
で
作
り
上
げ
た
も
の
。
私
の

施
策
は
常
に
住
民
の
ニ
ー
ズ
第

一
で
あ
り
、
住
民
が
そ
れ
を
望

ん
で
い
た
と
考
え
、
す
べ
て
の

施
策
を
進
め
て
い
る
。
検
証
、

再
考
と
な
れ
ば
住
民
の
ニ
ー
ズ

を
聞
く
必
要
も
あ
る
。

域
整
備
課
は
住
民
の
利
便
性
向

上
の
観
点
か
ら
事
業
課
の
業
務

を
集
約
し
て
設
け
た
。

理
し
て
、
限
り
有
る
人
材
を
最

大
限
活
か
し
、
能
率
的
で
効
果

的
な
行
政
組
織
を
再
構
築
し
て

は
。

　
　
　
　
事
故
の
未
然
防
止
は

不
断
の
改
善
が
欠
か
せ
な
い
。

児
童
の
安
全
確
保
は
学
校
だ
け

で
な
く
関
係
機
関
や
地
域
、
企

業
の
協
力
も
不
可
欠
。
子
ど
も

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
状
況
な
ど
児
童
の
見

守
り
体
制
強
化
に
本
町
の
決
意

は
。

　
　
登
下
校
中
の
子
ど
も
た
ち

が
犠
牲
に
な
る
悲
惨
な
事
故
や

事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
国
か

ら
の
「
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
策
定
」
は
、
関
係
機
関

が
連
携
し
児
童
生
徒
が
安
全
に

通
学
で
き
る
よ
う
定
期
的
に
総

点
検
し
危
険
個
所
の
発
見
と
改

善
な
ど
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
繰
り
返
す

こ
と
で
通
学
路
の
安
全
向
上
を

求
め
て
い
る
。
関
係
機
関
と
の

協
議
内
容
や
、
特
に
危
険
個
所

マ
ッ
プ
な
ど
、
情
報
公
開
し
通

学
路
の
安
全
確
保
を
図
る
べ
き

で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
27
年
７

月
に
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
し
た
。
部
会
に
よ

る
点
検
は
年
２
回
実
施
し
、
問

題
個
所
の
発
見
や
対
策
、
検
討
、

改
善
を
繰
り
返
し
継
続
的
に
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も

Ｓ
Ｏ
Ｓ
は
、
宇
多
津
小
校
区
で

54
カ
所
、
宇
多
津
北
小
校
区
で

61
カ
所
、
合
計
１
１
５
か
所
の

調
査
を
実
施
し
、
壊
れ
た
看
板

や
薄
く
な
っ
た
文
字
、
店
舗
の

移
動
な
ど
、
整
備
に
つ
い
て
教

育
委
員
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
協
議

し
、
看
板
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
マ

ッ
プ
作
成
も
実
施
す
る
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　
今
年
度
か
ら

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
、
学
校
と
地
域
が
協
働
で

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る

「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事

業
」
も
実
施
。
10
月
ご
ろ
、
学

校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
。

企
業
の
社
会
貢
献
防
犯
活
動
も

研
究
し
た
い
。

施
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

改
善
箇
所
は
学
校
に
報
告
し
て

い
る
が
大
き
な
変
更
以
外
は
公

表
し
て
い
な
い
。
保
護
者
の
安

心
感
に
つ
な
が
る
の
で
協
議
し
、

Ｈ
・
Ｐ
や
メ
ー
ル
な
ど
で
公
表

す
る
方
向
で
考
え
た
い
。
ま
た
、

通
学
路
な
ど
の
死
角
に
な
り
や

す
い
場
所
に
は
20
基
の
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
、
保
護
者
へ
の

メ
ー
ル
配
信
で
注
意
喚
起
も
行

っ
て
い
る
。

従
っ
て
制
限
に
対
す
る
優
遇
措

置
は
と
っ
て
い
な
い
。

P（Plan）計画→D(Do）実行→C（Check）評価→A（Act）改善の
４段階を繰り返すことで、業務を継続的に改善する
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問

浅
野
地
域
整
備
課
長

浅
野
地
域
整
備
課
長

問 一
般
質
問

一
般
質
問

再
質
問

浜
田
住
民
生
活
課
長

浜
田
住
民
生
活
課
長

浜
田
住
民
生
活
課
長

和
田
危
機
管
理
課
長

和
田
危
機
管
理
課
長

問

再
質
問

再
質
問

問 　
　
安
否
確
認
で
有
効
な
手
段

は
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の

活
用
で
あ
る
。
お
金
を
入
れ
る

こ
と
な
く
、
輻
輳
対
策
で
通
信

を
遮
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
通

話
発
信
の
み
が
で
き
る
。
安
否

確
認
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
な
ど

に
非
常
に
重
要
な
通
信
手
段
で

あ
る
。
災
害
発
生
時
を
想
定
し

重
要
な
通
信
手
段
を
適
切
な
場
所
に

新
た
に
設
置
可
能
か
ど
う
か
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
協
議
・
検
討
す
る
／
危
機
管
理
課
長

て
、
計
画
的
に
適
切
な
場
所
へ

の
設
置
を
推
し
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
生
活
道
路
に
お
け
る
歩
行

者
や
自
転
車
な
ど
の
安
全
な
通

行
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
区
域
を
定
め
た
事
故
抑

止
の
た
め
の
時
速
30
キ
ロ
の
速

度
規
制
と
い
う
ゾ
ー
ン
30
が
あ

る
。
ほ
と
ん
ど
設
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
登
下
校
時
、
そ
の
他
時

間
帯
に
も
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て

通
り
抜
け
て
い
く
車
両
が
目
に

つ
く
。
安
全
面
と
し
て
、
古
街

エ
リ
ア
、
通
学
路
に
対
策
を
と

る
べ
き
箇
所
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
梅
雨
の
雨
、
梅
雨
開
け
て

の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
台
風
と
雨
に

よ
る
鴨
田
川
の
増
水
の
心
配
が

出
て
く
る
季
節
に
な
っ
た
。

　
こ
の
３
年
で
若
宮
橋
か
ら
南

に
数
１
０
０
メ
ー
ト
ル
は
改
修

工
事
が
な
さ
れ
私
は
な
ん
と
も

言
え
な
い
感
動
と
今
後
の
改
修

に
よ
り
増
水
に
耐
え
う
る
川
に

鴨
田
川
改
修
工
事

県
が
整
備
計
画
を
定
め
て
い
る
／
地
域
整
備
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
当
該
河

川
は
香
川
県
が
管
理
す
る
二

級
河
川
で
あ
る
こ
と
か
ら
県
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
治
水
安
全
度

の
向
上
の
た
め
の
河
川
整
備
を

早
急
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り

整
備
計
画
（
大
束
川
水
系
河
川

整
備
計
画
）
を
定
め
て
い
る
。

　
　
　
　
今
後
の
鴨
田
川
改
修

工
事
の
予
定
、
計
画
は
。

　
　
　
　
設
置
す
る
の
な
ら
ど

の
避
難
所
か
。
使
い
方
な
ど
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
配
信
し

て
み
て
は
。

　
　
　
　
通
学
路
で
の
不
審
者

の
見
守
り
活
動
を
「
宇
多
津
町

安
全・安
心
ま
ち
づ
く
り
の
会
」

と
い
う
団
体
に
も
協
力
し
て
も

ら
い
た
い
が
。

な
る
と
確
信
し
た
。
宇
多
津
町

と
し
て
今
後
の
鴨
田
川
の
改
修

工
事
の
必
要
性
、
鴨
田
川
の
未

来
（
鴨
田
川
改
修
工
事
完
了
後

の
役
割
、
期
待
値
な
ど
）
は
ど

う
な
の
か
。

大黒　一也　議員 港　一紫　議員

生
活
道
路
の
安
全
対
策
は

生
活
道
路
の
危
険
個
所
を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
／
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
街
エ

リ
ア
は
、
道
路
中
央
部
と
宅
地

側
で
舗
装
材
の
色
分
け
に
よ
り

視
覚
的
効
果
が
あ
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
注
意
喚
起
を
促
す
構
造

で
あ
る
。
ゾ
ー
ン
30
指
定
は
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昼
間
は

下
校
時
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
か
ら

は
指
示
、
決
定
で
き
な
い
の
で
、

役
員
会
が
あ
る
時
に
、
こ
の
様

な
提
案
が
あ
っ
た
と
い
う
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
避

難
所
以
外
の
緊
急
避
難
所
に
関

し
て
も
災
害
時
に
使
用
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
新
た
に
設
置
可

能
か
ど
う
か
、
今
後
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
回

線
の
あ
る
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
時
点

で
第
一
工
区
３
４
０
メ
ー
ト
ル

の
う
ち
約
２
３
０
メ
ー
ト
ル
が

完
成
、
今
後
用
地
買
収
に
向
け

て
県
と
一
緒
に
関
係
者
と
交
渉

を
進
め
た
い
。

　
　
知
識
や
心
構
え
が
十
分
で

な
い
ま
ま
安
易
に
動
物
の
飼
育

を
始
め
る
と
、
途
中
放
棄
や
不

適
切
な
飼
育
管
理
に
よ
る
周
囲

へ
の
迷
惑
や
危
害
が
お
よ
ぶ
。

野
良
犬
や
野
良
ネ
コ
へ
の
無
責

任
な
エ
サ
や
り
、
住
民
間
で
の

ト
ラ
ブ
ル
や
感
情
的
な
対
立
を

引
き
起
こ
す
事
例
が
後
を
絶
た

宇
多
津
町
に
お
け
る
犬
猫
対
策
は

エ
サ
や
り
防
止
の
掲
示
を
し
て
い
く
／
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
の
野

良
犬
に
つ
い
て
の
苦
情
は
以
前

よ
り
多
少
減
少
し
て
い
る
。
十

楽
寺
や
鍋
谷
お
よ
び
田
町
地
区

に
お
い
て
は
未
だ
出
没
情
報
が

あ
る
。
エ
サ
や
り
行
為
は
粘
り

強
く
啓
発
や
注
意
喚
起
に
勤
め
、

エ
サ
や
り
防
止
の
掲
示
を
し
て

い
く
。

な
い
。

　
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で

依
然
と
し
て
発
生
し
日
本
国
内

へ
の
侵
入
の
脅
威
の
あ
る
狂
犬

病
が
発
生
す
る
危
険
性
を
高
め

て
い
る
。

　
今
後
の
町
の
対
策
に
つ
い
て

う
か
が
う
。

し
い
。
生
活
道
路
の
危
険
個
所

は
警
察
や
教
育
委
員
会
、
道
路

管
理
者
と
協
議
し
有
効
な
対
策

を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

ふ
く
そ
う

ー
、
や
す
ら
ぎ
プ
ラ
ザ
、
ユ
ー

プ
ラ
ザ
、
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
、
あ

み
の
う
ら
交
流
セ
ン
タ
ー
の
５

か
所
を
考
え
て
い
る
。
訓
練
の

時
の
写
真
を
活
用
し
て
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
紹
介
し

て
い
き
た
い
。

協
議
・
検
討
し
た
い
。

アクセスが集中することで、通常行えるはずの通話・通信が
できなくなり、通信回線がパンクする状態。
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問

浅
野
地
域
整
備
課
長

浅
野
地
域
整
備
課
長

問 一
般
質
問

一
般
質
問

再
質
問

浜
田
住
民
生
活
課
長

浜
田
住
民
生
活
課
長

浜
田
住
民
生
活
課
長

和
田
危
機
管
理
課
長

和
田
危
機
管
理
課
長

問

再
質
問

再
質
問

問 　
　
安
否
確
認
で
有
効
な
手
段

は
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の

活
用
で
あ
る
。
お
金
を
入
れ
る

こ
と
な
く
、
輻
輳
対
策
で
通
信

を
遮
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
通

話
発
信
の
み
が
で
き
る
。
安
否

確
認
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
な
ど

に
非
常
に
重
要
な
通
信
手
段
で

あ
る
。
災
害
発
生
時
を
想
定
し

重
要
な
通
信
手
段
を
適
切
な
場
所
に

新
た
に
設
置
可
能
か
ど
う
か
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
協
議
・
検
討
す
る
／
危
機
管
理
課
長

て
、
計
画
的
に
適
切
な
場
所
へ

の
設
置
を
推
し
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
生
活
道
路
に
お
け
る
歩
行

者
や
自
転
車
な
ど
の
安
全
な
通

行
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
区
域
を
定
め
た
事
故
抑

止
の
た
め
の
時
速
30
キ
ロ
の
速

度
規
制
と
い
う
ゾ
ー
ン
30
が
あ

る
。
ほ
と
ん
ど
設
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
登
下
校
時
、
そ
の
他
時

間
帯
に
も
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て

通
り
抜
け
て
い
く
車
両
が
目
に

つ
く
。
安
全
面
と
し
て
、
古
街

エ
リ
ア
、
通
学
路
に
対
策
を
と

る
べ
き
箇
所
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
梅
雨
の
雨
、
梅
雨
開
け
て

の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
台
風
と
雨
に

よ
る
鴨
田
川
の
増
水
の
心
配
が

出
て
く
る
季
節
に
な
っ
た
。

　
こ
の
３
年
で
若
宮
橋
か
ら
南

に
数
１
０
０
メ
ー
ト
ル
は
改
修

工
事
が
な
さ
れ
私
は
な
ん
と
も

言
え
な
い
感
動
と
今
後
の
改
修

に
よ
り
増
水
に
耐
え
う
る
川
に

鴨
田
川
改
修
工
事

県
が
整
備
計
画
を
定
め
て
い
る
／
地
域
整
備
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
当
該
河

川
は
香
川
県
が
管
理
す
る
二

級
河
川
で
あ
る
こ
と
か
ら
県
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
治
水
安
全
度

の
向
上
の
た
め
の
河
川
整
備
を

早
急
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り

整
備
計
画
（
大
束
川
水
系
河
川

整
備
計
画
）
を
定
め
て
い
る
。

　
　
　
　
今
後
の
鴨
田
川
改
修

工
事
の
予
定
、
計
画
は
。

　
　
　
　
設
置
す
る
の
な
ら
ど

の
避
難
所
か
。
使
い
方
な
ど
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
配
信
し

て
み
て
は
。

　
　
　
　
通
学
路
で
の
不
審
者

の
見
守
り
活
動
を
「
宇
多
津
町

安
全・安
心
ま
ち
づ
く
り
の
会
」

と
い
う
団
体
に
も
協
力
し
て
も

ら
い
た
い
が
。

な
る
と
確
信
し
た
。
宇
多
津
町

と
し
て
今
後
の
鴨
田
川
の
改
修

工
事
の
必
要
性
、
鴨
田
川
の
未

来
（
鴨
田
川
改
修
工
事
完
了
後

の
役
割
、
期
待
値
な
ど
）
は
ど

う
な
の
か
。

大黒　一也　議員 港　一紫　議員

生
活
道
路
の
安
全
対
策
は

生
活
道
路
の
危
険
個
所
を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
／
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
街
エ

リ
ア
は
、
道
路
中
央
部
と
宅
地

側
で
舗
装
材
の
色
分
け
に
よ
り

視
覚
的
効
果
が
あ
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
注
意
喚
起
を
促
す
構
造

で
あ
る
。
ゾ
ー
ン
30
指
定
は
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昼
間
は

下
校
時
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
か
ら

は
指
示
、
決
定
で
き
な
い
の
で
、

役
員
会
が
あ
る
時
に
、
こ
の
様

な
提
案
が
あ
っ
た
と
い
う
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
避

難
所
以
外
の
緊
急
避
難
所
に
関

し
て
も
災
害
時
に
使
用
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
新
た
に
設
置
可

能
か
ど
う
か
、
今
後
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
回

線
の
あ
る
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
時
点

で
第
一
工
区
３
４
０
メ
ー
ト
ル

の
う
ち
約
２
３
０
メ
ー
ト
ル
が

完
成
、
今
後
用
地
買
収
に
向
け

て
県
と
一
緒
に
関
係
者
と
交
渉

を
進
め
た
い
。

　
　
知
識
や
心
構
え
が
十
分
で

な
い
ま
ま
安
易
に
動
物
の
飼
育

を
始
め
る
と
、
途
中
放
棄
や
不

適
切
な
飼
育
管
理
に
よ
る
周
囲

へ
の
迷
惑
や
危
害
が
お
よ
ぶ
。

野
良
犬
や
野
良
ネ
コ
へ
の
無
責

任
な
エ
サ
や
り
、
住
民
間
で
の

ト
ラ
ブ
ル
や
感
情
的
な
対
立
を

引
き
起
こ
す
事
例
が
後
を
絶
た

宇
多
津
町
に
お
け
る
犬
猫
対
策
は

エ
サ
や
り
防
止
の
掲
示
を
し
て
い
く
／
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
の
野

良
犬
に
つ
い
て
の
苦
情
は
以
前

よ
り
多
少
減
少
し
て
い
る
。
十

楽
寺
や
鍋
谷
お
よ
び
田
町
地
区

に
お
い
て
は
未
だ
出
没
情
報
が

あ
る
。
エ
サ
や
り
行
為
は
粘
り

強
く
啓
発
や
注
意
喚
起
に
勤
め
、

エ
サ
や
り
防
止
の
掲
示
を
し
て

い
く
。

な
い
。

　
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で

依
然
と
し
て
発
生
し
日
本
国
内

へ
の
侵
入
の
脅
威
の
あ
る
狂
犬

病
が
発
生
す
る
危
険
性
を
高
め

て
い
る
。

　
今
後
の
町
の
対
策
に
つ
い
て

う
か
が
う
。

し
い
。
生
活
道
路
の
危
険
個
所

は
警
察
や
教
育
委
員
会
、
道
路

管
理
者
と
協
議
し
有
効
な
対
策

を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

ふ
く
そ
う

ー
、
や
す
ら
ぎ
プ
ラ
ザ
、
ユ
ー

プ
ラ
ザ
、
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
、
あ

み
の
う
ら
交
流
セ
ン
タ
ー
の
５

か
所
を
考
え
て
い
る
。
訓
練
の

時
の
写
真
を
活
用
し
て
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
紹
介
し

て
い
き
た
い
。

協
議
・
検
討
し
た
い
。

アクセスが集中することで、通常行えるはずの通話・通信が
できなくなり、通信回線がパンクする状態。
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応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜

一
般
質
問

応援しょうでぇ～！
うたづっ子
宇多津中「生徒会」

　宇多津中学校の生徒会では、９人の役員が全校生徒の代
表として学校行事の運営をしています。自分たちで計画を
立てて体育祭や文化祭、生徒総会などの行事を行います。
小学校の時の児童会経験者は４人います。児童会では先生
方の指導のもと活動していましたが、生徒会では生徒中心。
生徒の意見を大切にして自主的に活動しています。

大きな声で呼びかけていた、朝のあいさつ運動

会長　　白石明日美（３年）

副会長　稲田芙由子（３年）　　藤澤　郁翔（３年）

　　　　木内　　京（２年）

書記　　大浦　充央（３年）　　大村　茜絵（２年）

会計　　藤井　咲妃（３年）　　谷岡　柚芽（２年）

庶務　　西条　遥香（２年）

しらいし あ  す  み

いな だ　ふ  ゆ  こ

おおむら　 あか ね

たにおか　   ゆ  め

おおうら　   み  お

ふじ い        さ  き

さいじょう   はる か

き うち           けい

ふじさわ　 いく と

　決められた仕事をするのではなく、
生徒の代表としてみんなの意見を取り
入れて計画を立て、より充実した学校
生活をおくれるような生徒会活動にし
たい。　（生徒会長）

　とにかく明るく積極的な生徒
会の皆さんは、失敗を恐れず、日
々前向きに活動しています。中学
校生活を悔いなく送れるように、
また「やってよかった」と思える
活動にしてほしいです。　　

本
町
の
人
口
増
加
の
検
証

転
入
促
進
と
転
出
抑
制
の
政
策
を
充
実
し
て
い
く
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

井上　弘治　議員

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
取
組
み

部
員
募
集
を
進
め
て
い
く
／
生
涯
学
習
課
長

　
　
本
町
に
住
む
日
本
人
と
外

国
人
の
増
減
を
検
証
。
平
成
25

年
４
月
。
日
本
人
１
７
，
７
６

２
人
、
外
国
人
２
２
６
人
で
合

計
１
７
，
９
８
８
人
。
日
本
人

の
ピ
ー
ク
が
平
成
28
年
12
月
、

日
本
人
１
８
，
０
５
９
人
、
外

国
人
５
０
３
人
、
合
計
１
８
，

５
６
２
人
。
現
在
、
日
本
人
１

７
，
８
６
８
人
、
外
国
人
５
４

６
人
で
合
計
１
８
，４
１
４
人
。

本
町
の
人
口
増
加
は
日
本
人
が

減
、
外
国
人
の
増
に
よ
り
人
口

増
加
と
な
っ
て
い
る
事
を
政
策

課
題
と
す
る
。
本
町
の
考
え
を

問
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　日
本

人
在
住
者
は
平
成
28
年
12
月
を

ピ
ー
ク
に
微
減
に
転
じ
て
い
る
。

原
因
は
転
出
超
過
に
よ
る
社
会

減
で
あ
る
。
転
入
促
進
と
転
出

抑
制
の
政
策
を
今
後
、
さ
ら
に

充
実
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
　
県
体
協
の
総
会
で
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う
言

葉
が
発
信
さ
れ
た
。
こ
の
活
動

の
輪
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
他

の
自
治
体
で
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
な
ど
を
通

じ
て
募
集
な
ど
行
っ
て
い
る
。

　
子
育
て
世
代
の
環
境
に
お
い

て
は
紙
面
の
募
集
よ
り
効
果
が

高
い
。
本
町
も
可
能
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　近
隣
の

自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
み
か
、
体
協

独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
体
協

と
ス
ポ
少
の
掲
載
を
し
て
い
る
。

ま
ず
は
ス
ポ
少
の
団
員
募
集
の

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
の
ち
貼
付
す

る
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
に
つ
い
て
も
、
ス
ポ
少
の

一
覧
や
団
員
募
集
に
つ
い
て
各

団
の
掲
載
の
希
望
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

生徒会に入った動機は？
・児童会に入っていたから
・先輩の姿がカッコよかったから
・中学生活で何か残したくて
・やりがいのある活動がしたくて

・辞めたいこともあった。
・集まって話ができるの
　が楽しい。

・今回の西日本豪雨で被害をう
　けた方々に何かできることは
　ないか（支援や寄せ書きなど）
　考えたい。
・週１回は部活動を休みにする。
・記念になるものを作りたい。
・芝生を植えたい。

これから取り組み
たいことは？

楽しい？辛い？

　生徒会テーマ「誠心誠意～何
事にも気持ちを込めて～」のもと
生徒総会や体育祭、文化祭といっ
た学校行事の企画運営を行うとと
もに、学校をより良くしようと日々
活動しています。今は、あいさつ運
動に力を入れ、朝早くから立哨を
行っています。

宇多津中学校
生徒会顧問

        ばら  き  たく  や                    

茨木拓也先生

マスコットキャラクター

宇～くん



濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

問

今
津
生
涯
学
習
課
長

問
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応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜

一
般
質
問

応援しょうでぇ～！
うたづっ子
宇多津中「生徒会」

　宇多津中学校の生徒会では、９人の役員が全校生徒の代
表として学校行事の運営をしています。自分たちで計画を
立てて体育祭や文化祭、生徒総会などの行事を行います。
小学校の時の児童会経験者は４人います。児童会では先生
方の指導のもと活動していましたが、生徒会では生徒中心。
生徒の意見を大切にして自主的に活動しています。

大きな声で呼びかけていた、朝のあいさつ運動

会長　　白石明日美（３年）

副会長　稲田芙由子（３年）　　藤澤　郁翔（３年）

　　　　木内　　京（２年）

書記　　大浦　充央（３年）　　大村　茜絵（２年）

会計　　藤井　咲妃（３年）　　谷岡　柚芽（２年）

庶務　　西条　遥香（２年）

しらいし あ  す  み

いな だ　ふ  ゆ  こ

おおむら　 あか ね

たにおか　   ゆ  め

おおうら　   み  お

ふじ い        さ  き

さいじょう   はる か

き うち           けい

ふじさわ　 いく と

　決められた仕事をするのではなく、
生徒の代表としてみんなの意見を取り
入れて計画を立て、より充実した学校
生活をおくれるような生徒会活動にし
たい。　（生徒会長）

　とにかく明るく積極的な生徒
会の皆さんは、失敗を恐れず、日
々前向きに活動しています。中学
校生活を悔いなく送れるように、
また「やってよかった」と思える
活動にしてほしいです。　　

本
町
の
人
口
増
加
の
検
証

転
入
促
進
と
転
出
抑
制
の
政
策
を
充
実
し
て
い
く
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

井上　弘治　議員

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
取
組
み

部
員
募
集
を
進
め
て
い
く
／
生
涯
学
習
課
長

　
　
本
町
に
住
む
日
本
人
と
外

国
人
の
増
減
を
検
証
。
平
成
25

年
４
月
。
日
本
人
１
７
，
７
６

２
人
、
外
国
人
２
２
６
人
で
合

計
１
７
，
９
８
８
人
。
日
本
人

の
ピ
ー
ク
が
平
成
28
年
12
月
、

日
本
人
１
８
，
０
５
９
人
、
外

国
人
５
０
３
人
、
合
計
１
８
，

５
６
２
人
。
現
在
、
日
本
人
１

７
，
８
６
８
人
、
外
国
人
５
４

６
人
で
合
計
１
８
，４
１
４
人
。

本
町
の
人
口
増
加
は
日
本
人
が

減
、
外
国
人
の
増
に
よ
り
人
口

増
加
と
な
っ
て
い
る
事
を
政
策

課
題
と
す
る
。
本
町
の
考
え
を

問
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　日
本

人
在
住
者
は
平
成
28
年
12
月
を

ピ
ー
ク
に
微
減
に
転
じ
て
い
る
。

原
因
は
転
出
超
過
に
よ
る
社
会

減
で
あ
る
。
転
入
促
進
と
転
出

抑
制
の
政
策
を
今
後
、
さ
ら
に

充
実
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
　
県
体
協
の
総
会
で
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う
言

葉
が
発
信
さ
れ
た
。
こ
の
活
動

の
輪
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
他

の
自
治
体
で
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
な
ど
を
通

じ
て
募
集
な
ど
行
っ
て
い
る
。

　
子
育
て
世
代
の
環
境
に
お
い

て
は
紙
面
の
募
集
よ
り
効
果
が

高
い
。
本
町
も
可
能
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　近
隣
の

自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
み
か
、
体
協

独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
体
協

と
ス
ポ
少
の
掲
載
を
し
て
い
る
。

ま
ず
は
ス
ポ
少
の
団
員
募
集
の

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
の
ち
貼
付
す

る
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
に
つ
い
て
も
、
ス
ポ
少
の

一
覧
や
団
員
募
集
に
つ
い
て
各

団
の
掲
載
の
希
望
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

生徒会に入った動機は？
・児童会に入っていたから
・先輩の姿がカッコよかったから
・中学生活で何か残したくて
・やりがいのある活動がしたくて

・辞めたいこともあった。
・集まって話ができるの
　が楽しい。

・今回の西日本豪雨で被害をう
　けた方々に何かできることは
　ないか（支援や寄せ書きなど）
　考えたい。
・週１回は部活動を休みにする。
・記念になるものを作りたい。
・芝生を植えたい。

これから取り組み
たいことは？

楽しい？辛い？

　生徒会テーマ「誠心誠意～何
事にも気持ちを込めて～」のもと
生徒総会や体育祭、文化祭といっ
た学校行事の企画運営を行うとと
もに、学校をより良くしようと日々
活動しています。今は、あいさつ運
動に力を入れ、朝早くから立哨を
行っています。

宇多津中学校
生徒会顧問

        ばら  き  たく  や                    

茨木拓也先生

マスコットキャラクター

宇～くん
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アロハ議会　町政を問う
　　　　　      「宇多津中  生徒会」
元気ななかま　「民謡クラブ」
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16

6

～古代米の田植え～
　商工会青年部と公募で集
まった親子や短大生が、池
田さんの田んぼで古代米の
田植え体験をしました。
　子どもたちは泥んこにな
って楽しそうでした。

応援しょうでぇ～！
うたづっ子

2018
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私
た
ち
民
謡
同
好
会
は
、
現
在
会
員
10
名
で
、
毎
週
１
回
中
央
コ
ミ

ュ
二
テ
ィ
ー
分
館
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
長
い
方
で
40
年
、
短
い

方
で
１
年
と
民
謡
に
魅
せ
ら
れ
た
仲
間
ば
か
り
で
す
。
地
元
の
民
謡
を

は
じ
め
全
国
各
地
の
労
働
歌
や
馬
子
唄
、
盆
唄
な
ど
を
、
先
生
の
尺
八

と
三
味
線
の
伴
奏
、
会
員
の
太
鼓
を
交
え
て
、
楽
し
く
一
生
懸
命
唄
っ

て
い
ま
す
。
特
に
「
浜
引
き
唄
」
は
地
元
宇
多
津
の
塩
田
労
働
歌
で
す

の
で
、
機
会
あ
る
ご
と
に
皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
西
日
本
豪
雨
で
は
多
く

の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
こ
と
に
謹
ん
で

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
災
害
が
起
こ
る
た
び
に
「
も
っ
と
早

く
避
難
す
れ
ば
助
か
っ
た
の
に
」
と
い

う
話
を
聞
き
ま
す
。
私
た
ち
の
心
に
は

自
分
の
身
に
危
険
が
迫
っ
た
時
に
「
自

分
だ
け
は
大
丈
夫
」
「
今
回
は
大
丈
夫
」

な
ど
と
、
自
分
に
都
合
の
悪
い
情
報
を

無
視
す
る
『
正
常
性
バ
イ
ア
ス
』
が
働

い
て
し
ま
う
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
近
所
の
人
か
ら
「
早
く
逃
げ

よ
う
」
と
言
わ
れ
て
避
難
し
て
助
か
っ

た
人
も
多
く
い
ま
し
た
。
今
回
の
災
害

を
他
人
事
に
す
る
こ
と
な
く
、
今
一
度
、

避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
、
防
災
グ
ッ

ズ
な
ど
の
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
本
　
祐
子
）

第２回ミニ芸能祭で唄う

　
ま
た
、
秋
の
芸
能
祭
を
は
じ
め
折
を

み
て
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
老
人
施
設
を
年
２
回
慰
問

し
、
入
居
の
方
や
職
員
の
方
々
と
一
緒

に
な
っ
て
唄
い
踊
っ
て
喜
ば
れ
て
お
り

ま
す
。
一
番
の
目
標
は
、
西
讃
地
区
五

社
中
の
会
員
約
80
名
が
一
同
に
会
す
る

「
春
の
民
謡
大
会
」
で
一
年
間
の
成
果

を
披
露
す
る
こ
と
で
す
。
民
謡
は
そ
れ

ぞ
れ
の
土
地
の
素
朴
な
生
活
の
唄
で
す
。

唄
う
こ
と
が
楽
し
み
で
自
分
流
に
気
楽

に
唄
え
る
の
が
魅
力
で
す
。
皆
さ
ん
も

是
非
一
緒
に
民
謡
を
唄
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
お
問
い
合
せ

　
　
電
話
　
４
９
ー
７
２
５
４

　
　
　
　
（
代
表
　
鈴
池
幾
馬
）

宇
多
津
太
鼓
台
保
存
会

み
な
さ
ん
の
声

津谷   弘樹さん
宇多津太鼓台保存会　会長

　
宇
多
津
太
鼓
台
保
存
会

は
、
太
鼓
台
や
獅
子
な
ど

を
保
有
す
る
町
内
自
治
会

の
集
ま
り
で
す
。
活
動
は
、

宇
夫
階
神
社
秋
季
例
大
祭

に
花
を
添
え
る
獅
子
と
太
鼓
台
の
安
全
の
た
め
、
警
備

や
警
察
の
折
衝
や
「
太
鼓
台
祭
り
実
行
委
員
会
」
に
よ

る
宇
多
津
太
鼓
台
祭
り
の
開
催
。
さ
ら
に
、
運
行
に
関

わ
る
諸
所
の
手
続
き
な
ど
、
活
動
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
文
化
の
継
承
の
た
め
、
勉
強
会
も
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
文
献
に
よ
る
と
、
宇
多
津
の
太
鼓
台
は
文
政

８
年
（
１
８
２
５
年
）
よ
り
約
２
０
０
年
続
く
古
い
歴

史
と
伝
統
を
持
ち
ま
す
。
周
辺

地
域
を
見
て
も
こ
れ
だ
け
長
い

歴
史
を
持
つ
太
鼓
台
は
あ
り
ま

せ
ん
。
荒
々
し
く
も
勇
壮
な
宇

多
津
祭
り
で
す
が
、
例
大
祭
で

豊
漁
豊
作
の
お
礼
と
無
病
息
災

を
願
い
、
力
を
合
わ
せ
て
奉
納

し
て
お
り
ま
す
。 

　
毎
年
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
ご
理

解
頂
き
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

委
　  

員
　
青
木
　
義
勝

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
柴
村
　
賢
三

たくさんの人で賑わう秋祭り


